
平成 26年度 第 11回「長野県高校生 

英語スピーチ・レシテーション コンテンスト」実施要領 

 

目的： 高校生の英語学習への動機を高め、広い地域に及ぶ高校生が互いの体験、考えや心情を

英語で発表しあう機会と場を提供することにより、高等学校英語教育の目標の一つであ

る「英語による表現力」の育成を支援する。 

 

主催： 清泉女学院大学  

 

後援（予定）：  長野県教育委員会、信濃毎日新聞社、NBS 長野放送、SBC 信越放送、 

NHK 長野放送局、abn 長野朝日放送、TSBテレビ信州、信濃教育会  

 

協力（予定）： 桐原書店  

 

日時*： 平成 25年 11月 16日（日） 13：00 ～17：00    

Opening Ceremony: 13:00 - 13:15 

Recitation Division: 13:15 - 14:30    

Speech/Presentation Division: 14:50 - 15:50     

Closing Ceremony: 16:15 - 17:00   

 

場所： 清泉女学院大学 F301 教室 

 

内容： 第一部 《レシテーション・コンテスト》 

（1）主催者から事前に与えられた３つの課題の内から 1 つを選んで朗読する。 

（2）一人３分程度  

 

第二部 《スピーチ/プレゼンテーション・コンテスト》  

（1）テーマ: Promoting Shinshu   （2）一人 5 分以内    

（3）3 枚の写真等のスライドを使用しながらプレゼンテーションをする。 

(4 slides = One title slide + three slides with photographs.) 

（4）Powerpoint:  No audio / video / Powerpoint animation. 

＊今回のテーマ Promoting Shinshu は、長野県の魅力や特性等、いわゆる「信州ブランド」

を内外に発信しながら県の未来を創造してゆくことを目指す理念として設けました。 

 

応募資格： 高校生の男女（英語を母語としない者）  

１校 2 名以内（speech と recitation 合わせて２名以内） 各部先着 18名まで 

 

応募方法：  

コンテスト応募者はバーチ・グレゴリー（gbirch@seisen-jc.ac.jp）宛てに応募用紙の電子デー

タを請求し、必要事項を記入した上で電子メールにて応募する。  

(1) Recitation 部門の場合は、3種類の指定課題から番号を選択して記す。 

(2) Speec/Presentaion部門の場合は、①原稿（A４の用紙）と②Powerpoint File を電子メイル

に添付して送付。 

 

応募締切： 10 月 14（火）必着  

応募者が多い場合は、・Speech/Presentation 部門では原稿で第一次審査を実施する。 

・Recitation部門では、録音データを送っていただき事前審査を実施することがある。 

*応募人数により、多少の時

間変更を行いますので、ご

了承ください。 

mailto:gbirch@seisen-jc.ac.jp


審査員・表彰： 

① 審査員（予定） 長野県教育委員会委員、本学教員  

② 表彰（予定）   

 Speech/Presentation contest Recitation contest 

長野県知事賞 
１位 １名  

カップ・賞状／副賞(図書券) 

１位 １名 

盾・賞状／副賞(図書券) 

長野県教育委員会賞 
２位 1名 

盾・賞状／副賞(図書券) 

２位 １名  

盾・賞状／副賞(図書券) 

信濃毎日新聞社賞 
３位 1名      

盾・賞状／副賞(図書券) 

３位 1 名  

盾・賞状／副賞(図書券) 

＊参加賞 参加者全員に記念品  

 

審査基準： 

（１）Recitation Contest 

① 所要時間は約 3 分。 

② 課題選択の原稿と異なる内容の場合は、失格となる。 

③ 原稿の持ち込みは可能とする。 

④ 評価の観点と配点を以下の通り。 

 

評価 の 観点 配点 

理解と表現   (Interpretation & Expression)  ４０ 

発音        (Pronunciation)  ４０ 

暗唱        （Memorization） ２０ 

 

（２）Speech/Presentation Contest  

① 所要時間 は、5 分以内。 (Strict enforcement)  

② 予め提出した原稿とスピーチの内容が著しく異なる場合は、失格となる。  

③ 原稿の持ち込みは可能とする。 

④ 評価の観点と配点を以下の通り。 

 

評価 の 観 点 配点 

内容と構成   (Contents & Organization) ５０  

発音      (Pronunciation) ２０ 

スピーチと暗唱 (Expression, Delivery & Memorization) ３０ 

 

Presentation guidelines: 

 Focus:  Specify purpose (e.g. Introduce a one-day sightseeing tour). 

 Content:  You may want to include three selling points: (1) Location (e.g. historical 

sight) / (2) Cultural aspect (e.g. festival) / (3) Regional speciality (e.g. local dish) 

 

【問い合せ先】 

   〒381-0085 長野市上野 2-120-8  

清泉女学院大学 長野県高校生英語スピーチ・レシテーションコンテスト係 

        入試広報部  Tel: 026-295-1310   Fax: 026-295-1346  

                バーチ・グレゴリー研究室  Tel: 026-295-1366 gbirch@seisen-jc.ac.jp  


